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Shin Kubota and Shingo Habu: Campanulariid colony (Hydrozoa, Thecata) attached to the shell of living
Cypraea (.Mauritia) arabica asiatica (Prosobranchia, Cypraeidae)


















Fig. I. Campanulariid colony attached to the shell of
a living Cypraea (Mauritia) arabica asiatica

























Fig. 2. Hydrotheca and the upper part of the
hydrocaulus of a zooid of the campanulariid
hydroid shown in Fig. 1.
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この個体が衰弱しているか軟体部に何らかの欠陥などが
ある場合,付着したヒドロポリプは,刺胞で貝が捕食さ
れるのを防止する(してきた)役割を果たしている(し
てきた)のかもしれない。この群体が,ただ1個体のプ
ラヌラ幼生の定着から生じたとすると,そのような群体
に生育するまでに,最低でも数週間を経過していると推
察される。
引　用　文　献
久保田信. 1997 :貝殻表面にフジツボ類あるいは石灰藻
が付着した生きた-ナマルユキダカラガイ(軟体動
物門,中腹足B,タカラガイ科).南紀生物, 39(2),
125-126.
久保田信・山口寿之. 1998:貝殻表面にフジツボ類と石
灰藻が着生した-ナマルユキダカラガイの生貝(敬
体動物門,中腹足目,タカラガイ科)南紀生物, 40
(2), 181.
奥谷喬司編著. 2000 :日本近海産貝類図鑑1173pp.,
東海大学出版会,東京.
